
 

 

 

 

 

日本慢性期医療協会 常任理事  

日本介護医療院協会 会長 鈴木龍太 

 

厚生労働省より 2020年 3月 31日現在の介護医療院の開設状況が発表されました。 

全国で 343施設、21738床が開設されました。開設状況を経時的に表したものがグラフ１です。比較

的安定的に増加していることが覗えます。 

しかし、介護医療院に優先的に移行できる施設は療養病床（そのうち介護療養病床 2018 年時点で約

5 万床）、2017 年度まで 25 対１の療養病床だった経過措置病床(2018 年時点で約 6 万床)、介護療養病

床から転換した介護療養型老健約 9000床が主な対象です。合計するとおよそ 12万床になりますが、介

護医療院開設 2年を経て、いまだに 2万床という数字は順調に移行が進んでいるとは言い切れない数字

と考えます。 
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介護医療院の開設状況について 



 

介護医療院の元の施設の内訳をみますと、介護系からの移行が進んでいて、全体の 83％を占めていま

す。そのうち介護療養型老健は 3016床と、この 3か月で 58床しか増加しておらず、移行が止まってい

る状況です。介護療養型老健と比べて、介護医療院の利点が分かりにくいことが原因かもしれません。 

経過措置の病棟からも 1074 床と全く移行が進んでいません。経過措置病棟はすでに 20 対 1 の医療療

養等へ移行した病棟が多く、介護医療院への選択はされなかったと結論できます。 

 

都道府県別にみますと、様々ですが、もともと介護療養病床が多い地区で介護医療院への移行も多く

進んでいる傾向があります。全国で最も介護療養病床が多い東京都(約 4000床)では 3月末時点では 510

床と移行が進んでおらず、手続きに時間がかかっていることが一つと要因としてあがっていましたが、

4 月以降 1000 床を超えたという情報があり、ようやく進み始めたとのことでほっとしています。また

東京都では新設が１施設 24 床増えていますので、介護施設が不足している自治体では新設も認可され

ているようですので、積極的に申請をしてみては如何でしょうか？ 
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